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新 組 織 体 系 図

一
九
六
八
年
、京
都
・
木
野
の
山
に
開
学
か
ら
三
五
年
近
く
な
っ
た
、京
都
精
華
大
学
。

卒
業
生
も
二
万
二
千
人
を
越
え
木
野
会
も
沖
縄
支
部
の
発
足
を
合
わ
せ
る
と
七
支
部
の
大
規
模
団
体
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
木
野
会
の
活
動
や
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
べ
く
、未
来
に
向
か
っ
て
新
し
い
組
織
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
生
木
野
会

木
野
会
会
員
の
皆
さ
ん
へ

京
都
精
華
大
学
の
卒
業
生
も
2.2
万
人

を
超
え
、
木
野
会
も
１
万
人
弱
の
会
員

（
０
７
年
３
月
現
在
住
所
不
明
者
を
一

部
除
く
約
９
１
９
３
名
）
を
数
え
る
規

模
の
団
体
と
な
り
、
本
年
10
月
に
は
７

つ
目
の
沖
縄
支
部
が
発
足
す
る
予
定

で
、
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。
会
員

も
第
１
期
生
か
ら
本
年
度
卒
業
生
ま
で

年
齢
幅
も
35
歳
近
く
、
在
住
地
域
も
広

く
な
り
、
親
睦
や
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
複
雑
に
な
り
始
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
従
来
の
組
織
を
根
本
的
に
見

直
し
、
会
員
の
皆
様
が
よ
り
参
加
し
や

す
く
、
よ
り
楽
し
く
活
動
が
出
来
る
よ

う
な
組
織
作
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

木
野
会
再
編
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
半

年
間
か
け
て
新
生
木
野
会
の
再
編
案
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
４
月
22
日
の

評
議
委
員
会
で
新
生
木
野
会
の
組
織
案

「
執
行
幹
事
制
度
」
が
議
決
さ
れ
、
５

月
27
日
評
議
委
員
会
に
お
い
て
執
行
幹

事
が
選
挙
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
総
会
で
新
生
木
野
会
組
織
と
執
行

幹
事
が
承
認
さ
れ
、
執
行
幹
事
会
で
代

表
執
行
幹
事
に
谷
眞
美
子（
69
Ｅ
）氏
が

選
ば
れ
、
新
生
木
野
会
の
未
来
に
向
か

っ
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
そ
の
内
容
を
ご
説

明
し
ま
す
。（
新
組
織
体
系
図
参
照
）

実
際
の
木
野
会
の
運
営
は
各
支
部
の

活
動
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
支
部
会
員

の
皆
さ
ん
方
の
木
野
会
活
動
へ
の
意

見
・
思
い
を
、
皆
さ
ん
が
所
属
す
る
支

部
会
議
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
案
さ
れ
た
意
見
・
思
い
は
支
部
会

議
で
話
し
合
い
、
支
部
内
で
話
が
ま
と

ま
れ
ば
支
部
の
意
見
と
し
て
、
そ
の
内

の
お
知
ら
せ
で
す
。

以
上
が
新
し
く
活
動
を
始
め
て
い
る

木
野
会
の
運
営
で
す
が
、
限
ら
れ
た
紙

面
で
、
簡
略
化
し
て
説
明
し
ま
し
た
の

で
、
充
分
な
説
明
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
事

務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
執
行
幹
事

会
か
ら
随
時
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、
木
野
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

新
木
野
会
の
運
営
に
お
力
を
お
貸
し
頂

く
と
共
に
、
支
部
活
動
に
積
極
的
に
ご

参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

東京支部 東海支部 近畿支部 滋賀支部 執行幹事会 西日本支部 九州支部 沖縄支部

木　　野　　会　　会　　員

支 部 長 会 議
（執行幹事を含む）

木 野 会 役 員 会

木　　野　　会　　総　　会

容
を
担
当
す
る
執
行
幹
事
と
支
部
長
・

副
支
部
長
が
話
し
合
い
し
、
提
案
書
に

ま
と
め
ま
す
。

そ
の
提
案
書
は
支
部
長
会
議
に
提
案

さ
れ
、
協
議
さ
れ
て
議
決
さ
れ
ま
す
。

決
議
さ
れ
た
提
案
は
、
木
野
会
役
員
会

で
承
認
を
受
け
、
総
会
で
報
告
を
し
ま

す
。た

だ
し
木
野
会
役
員
会
は
、
提
案
さ

れ
た
事
が
木
野
会
活
動
と
し
て
不
適
当

と
判
断
し
た
場
合
は
、
拒
否
を
す
る
事

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
議
決
権
は
有

り
ま
せ
ん
が
客
観
的
判
断
機
能
を
持
つ

事
に
な
り
ま
す
。

【
支
部
長
会
議
】

各
支
部
の
支
部
長
と
副
支
部
長
の
２

名
、
執
行
幹
事
８
名
で
構
成
し
、
木
野

会
の
議
決
機
関
の
役
目
を
に
な
い
ま
す
。

○
広
報
執
行
幹
事

77
Ｄ
菜
畠
雅
代

77
Ｐ
山
田
　
葵

○
事
業
執
行
幹
事

68
Ｐ
高
橋
恭
弘

76
Ｐ
加
藤
正
寛

【
木
野
会
役
員
】

新
た
に
設
置
さ
れ
た
木
野
会
役
員
会

の
役
員
は
、
旧
常
任
理
事
、
理
事
、
評

議
員
の
方
々
に
、
過
日
個
別
に
木
野
会

役
員
就
任
依
頼
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
木
野
会
役
員
に
就
任
了
承
さ
れ

た
方
々
で
構
成
し
ま
す
。

＊
支
部
長
・
副
支
部
長
が
出
席
で
き
な

い
場
合
は
、
代
行
２
名
は
認
め
ら
れ
る
。

【
執
行
幹
事
・
幹
事
会
】

執
行
幹
事
の
主
な
役
務
は
、
木
野
会

活
動
に
大
切
な
支
部
長
会
議
運
営
と
、

木
野
会
の
事
務
・
財
務
・
広
報
・
事
業

を
行
い
ま
す
。
そ
の
主
な
役
務
は
、
概

ね
次
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま

す
。

○
事
務
執
行
幹
事
＝

各
種
会
議
の
案
内
、
議
題
の
作
成
、

会
議
進
行
、
議
事
録
作
成
、
大
学
対
応

な
ど

○
財
務
執
行
幹
事
＝

財
務
管
理
、
予
算
執
行
、
大
学
経
理

と
の
調
整
及
び
情
報
交
換
、
大
学
対
応

な
ど

○
広
報
執
行
幹
事
＝

木
野
会
広
報
活
動
（
精
華
人
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
管
理
）、
大
学
対

応
な
ど

○
事
業
執
行
幹
事
＝

支
部
事
業
支
援
、
大
学
協
力
事
業
運

営
、
執
行
幹
事
会
事
業
運
営
、
大
学
対

応
な
ど

【
新
執
行
幹
事
・
新
役
員
】

○
事
務
執
行
幹
事

69
Ｅ
谷
眞
美
子
（
代
表
執
行
幹
事
兼
務
）

89
Ｌ
山
野
高
宏

○
財
務
執
行
幹
事

68
Ｐ
奥
谷
卓
則

78
Ｄ
藤
森
千
景

イラスト：菅野しおん
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昨
年
の
「
は
な
さ
ん
か

い
Ｖ
ｏ
ｌ
・
１
」
と
同
じ
く
、

多
く
の
在
学
生
・
卒
業
生

が
参
加
す
る
木
野
祭
に
て

「
は
な
さ
ん
か
い
」
の
広
報

を
し
、
12
月
2
日(

土)

に
京

都
精
華
大
学
食
堂
前
広
場

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
内

容
は
「
綱
引
き
」
で
親
睦

を
深
め
、
夜
の
懇
親
会
で

学
生
と
卒
業
生
と
で
語
り
合
う
、
と
い

う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
動
員
計
画
の
要
で
あ
っ
た
木

野
祭
が
中
止
に
な
り
、
木
野
祭
２
日
目

ま
で
の
段
階
で
、
学
生
50
名
程
度
を
動

員
目
的
の
木
野
会
ブ
ー
ス
に
呼
び
込
ん

で
広
報
を
し
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、

木
野
祭
か
ら
12
月
の
ま
で
の
１
ヶ
月
の

間
に
口
コ
ミ
で
動
員
を
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
初
は
京
都
精
華
大
学
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
の

で
す
が
、
木
野
祭
の
中
止
と
、
精
華
大

学
の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
人
目
に
つ
き

に
く
い
奥
ま
っ
た
場
所
に
あ
る
こ
と
か

「
は
な
さ
ん
か
い
Ｖ
ｏ
ｌ
・

１
」
で
は
、
日
常
と
違
う

場
所
で
し
っ
か
り
と
話
し

合
う
こ
と
で
濃
密
な
時
間

を
持
て
る
の
で
は
と
い
う

考
え
か
ら
、
学
生
と
と
も

に
バ
ス
で
、
比
叡
山
に
あ

る
京
都
精
華
大
学
表
現
研

究
機
構
の
建
物
「
叡
山
閣
」

に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
と

き
の
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
次
回

は
よ
り
参
加
し
や
す
い
精
華
大
で
開
催

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
一
定
数

あ
り
、
今
回
は
大
学
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
Ｖ

ｏ
ｌ
・
１
と
お
な
じ
く
、
学
生
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
（
１
月
だ
と
制
作
や
卒
論
等

が
あ
る
の
で
、
そ
の
前
が
よ
い
）
と
、

木
野
祭
と
の
時
期
的
関
係
（
木
野
祭
直

後
だ
と
疲
れ
て
い
る
し
、
時
間
が
経
ち

す
ぎ
る
と
広
報
の
意
味
が
薄
れ
る
）
か

ら
12
月
初
旬
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
Ｖ
ｏ
ｌ
・
１
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

ら
、
参
加
数
が
伸
び
悩
み
、
急
遽
、
大

学
事
務
局
に
確
認
を
と
っ
て
開
催
場
所

を
食
堂
前
に
移
動
し
、
在
学
生
参
加
者

を
募
り
ま
し
た
。
移
動
す
る
こ
と
で
参

加
者
が
増
え
、
綱
引
き
が
始
ま
っ
て
か

ら
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
飛
び
入
り
参
加
も
あ

っ
て
、
な
か
な
か
の
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。参

加
者
を
「
卒
業
生
対
在
学
生
」

「
男
性
対
女
性
」「
学
部
対
抗
」「
出
身

地
方
別
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ

に
わ
け
る
こ
と
で
、
参
加
者
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
に
な

り
、
卒
業
生
と
学
生
が
対
決
し
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
結
束
し
た
り
と
い
う

組
み
合
わ
せ
で
、
２
時
間
に
わ
た
る
綱

引
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

綱
引
き
後
、
そ
の
ま
ま
食
堂
に
用
意

し
て
い
た
懇
親
会
に
移
行
し
、
結
果
的

に
は
100
名
を
目
安
に
し
て
用
意
し
た
懇

親
会
の
食
事
を
の
こ
す
こ
と
な
く
、
終

了
予
定
時
間
内
で
片
付
け
を
し
て
、
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
、
パ
ネ
ル
／
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
は
賛
否
両
論
あ
り
、
今
度
は

も
う
ち
ょ
っ
と
カ
タ
く
な
い
企
画
に
し

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
学
生
の

ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
綱
引
き
開
催
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
２
年
連
続
で
参
加
し

て
も
ら
え
た
学
生
や
卒
業
生
等
か
ら

は
、「
話
し
合
い
的
な
も
の
も
よ
い
け

ど
、
体
を
動
か
す
イ
ベ
ン
ト
は
や
は
り

楽
し
い
（
話
し
合
い
は
懇
親
会
で
す
れ

ば
よ
い
）」「
大
学
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
だ

と
参
加
し
や
す
い
」
な
ど
の
感
想
が
出

ま
し
た
。
ま
た
Ｖ
ｏ
ｌ
・
１
で
必
要
だ
っ

た
バ
ス
代
等
の
経
費
を
節
約
で
き
た
の

で
、
よ
り
持
続
可
能
な
企
画
と
し
て
あ

り
方
を
模
索
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

前
回
に
引
き
続
き
、
今

回
の
「
は
な
さ
ん
か
い
」

も
卒
業
生
、
在
学
生
、
大

学
教
職
員
の
方
々
の
多
大

な
ご
協
力
に
よ
っ
て
実
施

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
前
回
の
反
省
か

ら
、
な
る
べ
く
早
く
企
画

に
取
り
か
か
ろ
う
、
と
い

う
体
勢
を
用
意
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
各

人
の
生
活
や
仕
事
と
の
関
係
も
あ
り
、

関
係
者
間
の
時
間
調
整
も
難
し
く
、
実

質
動
き
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
９

月
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

ま
た
Ｖ
ｏ
ｌ
・
１
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ

か
ら
の
出
発
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

毎
回
新
し
い
企
画
を
た
て
ね
ば
な
ら
な

い
と
な
る
と
チ
ー
ム
の
負
担
や
、
会
議

で
の
要
確
認
事
項
も
増
え
て
し
ま
い
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
難
度
が
上
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
学
生
へ
の
木
野
会
周
知
の

た
め
に
は
、
今
後
、
こ
う
い
っ
た
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

開 催 報 告

Vol.1 との違い

今 後 の 課 題

将
来
の
木
野
会
会
員
で
あ
る
在
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

2
0
0
6
年
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
組
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ

「
在
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
会
せ
い
か
だ
い
す
き
は
な
さ
ん
か
い
Vol.
2
（
以
下
「
は
な
さ
ん
か
い
」）」

に
つ
い
て
の
ご
報
告
で
す
。

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

会
議
で
の
要
確
認
事
項

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
難
度

ガ
ン
バ
ル
ゾ
〜



　
昨
年
２
月
の
「
琉
精
会
〜
沖
縄
の
精

華
ん
ち
ゅ
集
ま
れ
!!
〜
」
発
足
か
ら
１

年
半
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、盛
り
上
が
っ

た
り
、盛
り
下
が
っ
た
り
、消
滅
の
危
機

（
？
）が
あ
っ
た
り
、イ
ヤ
ー
色
々
あ
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え

て（
笑
）、去
る
５
月
27
日
の
木
野
会
総

会
で
「
沖
縄
支
部
設
立
」
が
承
認
さ
れ
、

沖
縄
支
部
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
沖
縄
は
も
う
す
で
に
夏
真
っ
盛
り
で

す
。
毎
日
が
暑
い
！
暑
い
！
暑
い
！

　
「
沖
縄
支
部
設
立
総
会
」
の
開
催
は

10
月
で
す
。こ
の
暑
さ
が
一
段
落
す
る
頃
、

で
も
沖
縄
の
夏
は
何
し
ろ
長
い
。
ま
だ

ま
だ
夏
を
楽
し
め
ま
す
。
今
年
の
夏
は

沖
縄
で
、と
思
っ
て
い
た
方
も
す
こ
ー
し

先
に
延
ば
し
て
、沖
縄
の
ビ
ー
チ
パ
ー
テ

ィ
＆
精
華
人
の
交
流
で
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
。

　
沖
縄
の
精
華
人
が
「
め
ん
そ
ー
れ
」
で

お
迎
え
し
ま
す
。
全
国
の
精
華
人
と
会

え
る
の
を
楽
し
み
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
支
部
代
表
　
竹
牟
礼 

真
澄（
73
Ｅ
）

●
開
催
日
　
　
月
中
旬

﹇
木
野
会
 
沖
縄
支
部
設
立
総
会
﹈

沖縄支部設立準備委員会。

どうしても呑むことから始まっ

てしまう。プロのガイドもいる

ので総会後の沖縄ガイドもお

まかせください！

5月27日の木野会総会に初

めて出席しました。交流会で

九州支部の方達と。

Vol.1

沖縄支部連絡窓口（仮）
竹牟礼 真澄
TEL・FAX／098-861-7143
E-MAIL／mami＠herb.ocn.ne.jp

AWANIKOIAKONIK

※
沖
縄
支
部
エ
リ
ア
の
方
に

は
日
時
、
会
場
な
ど
の
詳

細
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

県
外
の
方
は
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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会
議
を
終
え
て
公
民
館
の
前
で

交
流
会
は
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

か
ら

高
橋
さ
ん
と
真
喜
屋
さ
ん（
副
支
部
長
）

の
握
手

　
去
る
3
月
11
日（
土
）、木
野
会
本
部

の
高
橋
恭
弘
さ
ん（
68
Ｐ
）、九
州
支
部

か
ら
支
部
長
の
高
田
ま
さ
み
さ
ん（
70
Ｔ
）、

副
支
部
長
の
丸
谷
智
子
さ
ん（
200
Ｔ
）、

森
山
哲
浩
さ
ん（
78
Ｔ
）来
沖
の
も
と
に

「
沖
縄
支
部
設
立
準
備
委
員
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
沖
縄
在
住
精
華
人
と
本
部
、

九
州
支
部
の
方
達
と
の
初
の
ご
対
面
で

す
。

　
那
覇
市
内
の
公
民
館
で
の
会
議
、そ

の
後
、交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
沖
縄

居
酒
屋
で
の
交
流
会
は
旅
行
中
の
現
役

精
華
学
生
の
飛
び
入
り
参
加
も
あ
り
、

大
御
所
と
若
い
学
生
、同
窓
生
で
話
し

も
は
ず
み
賑
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
沖
縄
と
い
う
地
が
な
せ
る
ワ
ザ

（
？
）で
し
ょ
う
か
。

　
沖
縄
は
初
め
て
と
い
う

高
橋
さ
ん
は
「
沖
縄
の
精

華
人
の
パ
ワ
ー
に
は
び
っ
く

り
で
、
沖
縄
は
刺
激
的
で

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

交流会を終えて国

際通りをそぞろ歩き

えね、私も最初は信じられなかったんで

すよ。何がって？沖縄の精華大学の同窓

会「琉精会」のことですよ!　だって、あの精華

大学卒業生ですよ。自分勝手に生きている連中

ばかりで、まとまるわけが無いと思うに決まっ

ているじゃないですか。それも沖縄で、校旗も

無ければ校歌も無い学校の卒業生が、「同窓会」

なんて・・・、最初はそう思っていました。し

かし友人の紹介から、「琉精会」に参加し始め

てビックリ!　現在ではなんと身長が5センチも

伸び、体脂肪は10パーセント以下に。仕事も上

手くいって、もう言うことなし。今では「琉精会」

に参加して良かったと心から思っています。

神田航平（97L）

縄に、精華の卒業生が思っていた以上に

居ることに、正直とても驚きました。最

初に「集まってみませんか」と連絡を受けたとき、

「2～3人しかいないだろうな」と思ったのを覚

えています。

しかし、恐る恐る出席した集まりでしたが話し

をするうちに、こんなに幅広い世代や業種の方

達と話せる事と、しかも「精華」という共通の

話題で盛り上がれるというのは、すごいなと思

いました。

また、学生の頃は専攻分野以外の事はあまり知

らなかったため、改めて精華について知ること

もできたように思います。

松川さくら（98H）

い 沖









　精華大学から島本学長にも参加

して頂いて会もおおいに盛り上が

りました。

　韓国のお袋の味、キムチ作りは

奥が深く体に良い乳酸菌たっぷり、

ダイエット効果もスタミナ源、抗

がん作用、抗酸化作用で老化の防

止にも、万能食品と知りました。

　韓国風すき焼き（プルコギ）を

楽しんだ後は、韓国衣装文化の探

求へ、伝統的な花嫁衣裳の豪華さ

に参加者からため息が試着に当選

された二人お似合いかな？

　自由解散後も、鶴橋商店街や駅

前の市場でお土産用の食材や、手

作りのキムチだけで物足りない人

がお店のキムチを買う姿が見られ

ました。

　遠い韓国へ旅行しなくてもこん

なに、身近に韓国の文化を味わえ

る街、鶴橋に今回参加出来なかっ

た方是非一度足をお運び下さい。

　阪急桂駅西口に精華大学卒業生の

画材屋さんがあります。大学時代の

経験を活かされてご主人とお二人で、

25年間大事にお店を支えて来られ

ました。

　額装マットなどの注文を、迅速に

受けておられ、いろいろな注文にも

対処して頂けます。“小回りと気配り

の利く”をモットーにしておられます。

　どうぞ皆さん一度覗いて見て下さい。

06年9月23日（土）鶴橋に行ってきました

厳選された材料を使って

キムチ作りのレクチャー
洪貞淑

キムチ作り開始、お嬢さんと

籤に当選ラッキーなお二人

白菜に平均に塗るように

お昼はプルコギとチヂミ

が ぼう
たつみ



ず
ー
っ
と
雨
ば
か
り
一
週
間
降
り
続

き
、
琵
琶
湖
も
瀬
田
川
も
洪
水
に
近
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
例
年
で
は
と
っ
く
に

梅
雨
が
明
け
て
真
夏
の
太
陽
が
で
て
い
る

ハ
ズ
な
の
に
。

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
。
ど
う
す
る
ね
ん
。

南
郷
洗
堰
は
全
開
で
、
も
う
渦
が
巻
い
て

い
る
。
ゴ
ー
ゴ
ー
す
ご
い
音
も
し
て
い
る
。

空
は
雨
雲
い
っ
ぱ
い
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況

で
当
日
の
朝
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
も
お
願
い
し
て
あ
る
し
、
懇
親
会

の
食
事
の
用
意
も
で
き
て
い
る
。
さ
あ
ど

う
す
る
、
こ
こ
は
た
ぬ
き
の
太
っ
腹
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
雨
天
決
行
！

と
決
め
た
と

た
ん
雨
が
小
降
り
に
な
り
、
さ
て
は
じ
め

ま
し
ょ
う
か
。

ま
い
ど
で
す
。
い
つ
も
の
た
ぬ
き
で
す
。

今
回
は
、
見
る
・
聞
く
・
触
る
・
嗅
ぐ
、

味
わ
う
の
五
感
で
楽
し
む
琵
琶
湖
を
テ
ー

マ
に
企
画
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
し
と
し
と

雨
が
ふ
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ク
ア
琵
琶
で
雨

体
験
。
か
さ
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
長
靴
で
装

備
。
時
間
雨
量
一
〇
ミ
リ
か
ら
ど
ん
ど
ん

増
や
し
て
二
〇
〇
ミ
リ
あ
た
り
か
ら
見
て

い
る
方
も
迫
力
充
分
。
雷
の
効
果
音
と

共
に
熱
帯
雨
林
の
す
さ
ま
じ
い
雨
に
お
ー

っ
と
感
動
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
も
ザ
ー
ッ

と
降
っ
て
さ
っ
と
や
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
の

に
と
つ
い
考
え
て
し
ま
う
た
ぬ
き
で
す
。

次
は
見
る

聞
く
の
講
演
会
。
ス
ラ
イ

ド
を
見
な
が
ら
琵
琶
湖
に
棲
む
さ
か
な
の

種
類
と
生
態
の
観
察
で
す
。
最
近
あ
ま

り
み
か
け
な
く
な
っ
た
ぼ
て
じ
ゃ
こ
な
ど
の

た
な
ご
類
を
み
て
い
る
と
お
い
し
そ
う
と

お
も
う
の
は
た
ぬ
き
だ
け
か
な
。

た、
に、
し、
が
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
卵
を
食
べ
る

の
っ
て
知
っ
て
ま
し
た
？

産
卵
し
そ
う

な
処
で
待
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
天
敵
な
し

の
外
来
魚
も
ち
ゃ
ん
と
天
敵
が
用
意
さ
れ

て
い
る
な
ん
て
さ
す
が
琵
琶
湖
。

予
定
で
は
近
く
の
大
戸
川
に
入
っ
て
網

で
さ
か
な
と
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
触
っ
て
み
て
わ
か
る
ハ
ズ
で
し
た
。

ほ
ん
と
に
残
念
で
す
。

次
の
懇
親
会
は
、
ま
た
ま
た
雨
の
影
響

で
、
屋
形
船
の
遊
覧
は
出
来
ず
、
繋
留

し
た
ま
ま
。
先
程
の
洗
堰
が
全
開
放
流

し
て
い
る
た
め
、
瀬
田
川
の
流
れ
が
と
て

も
速
く
な
り
、
航
行
は
危
険
と
船
頭
が

判
断
し
た
た
め
で
す
。
雨
に
文
句
を
言
っ

て
も
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
も
残

念
な
一
日
で
し
た
。

と
く
に
ぼ、
て、
じ、
ゃ、
こ、（
タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ

ナ
ゴ
）は
た
ぬ
き
の
大
好
物
で
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
の
情
報
に
よ
る
と
、
ど
こ

か
に
ち
ゃ
ん
と
生
き
延
び
て
い
る
よ
う
な

の
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
み
つ
か
る
か
も

と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
天
候

と
増
水
で
は
手
も
足
も
で
ま
せ
ん
。
ア
ク

ア
琵
琶
で
南
郷
洗
堰
の
歴
史
を
見
学
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

明
治
三
八
年
　
瀬
田
川
の
流
量
を
調

節
す
る
堰
の
完
成
で
洪
水
や
水
不
足
か
ら

救
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
人
力
で
角
材
を
落
と
し
た
り

引
き
上
げ
て
い
た
た
め
、
全
開
に
は
二
日

間
も
か
か
り
ま
し
た
昭
和
三
六
年
現
在

の
瀬
田
川
洗
堰
が
完
成
。
自
動
操
作
の

た
め
、
危
険
な
作
業
も
な
く
な
り
ま
し

た
。い

つ
止
む
と
も
し
れ
な
い
梅
雨
空
の
な

か
、
水
の
め
ぐ
み
に
感
謝
し
、
水
の
怖
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
会
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
カ
タ
イ
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
た
ぬ
き
の
出
番
は
無
。

滋
賀
支
部
第
六
回
同
窓
会

五
感
で
楽
し
む

琵
琶
湖

七
月
二
十
三
日（
日
）雨
・
雨
・
雨

水
の
め
ぐ
み
館

ア
ク
ア
琵
琶

大
津
市
黒
津
四
丁
目
二
の
二

瀬
田
川
洗
堰
　
東
岸
　
駐
車
場
あ
り
ま
す

お
問
合
せ

1
〇
七
七
・
五
四
六
・
七
三
四
八

入
館
料
　
無
料

休
館
日
　
毎
週
　
火
曜
日

た
ぬ
き
が
お
出
迎
え

信
楽
観
光
体
験
ツ
ア
ー

バ
ス
に
乗
っ
て
一
日
信
楽
め
ぐ
り

た
ぬ
き
の
ふ
る
さ
と
信
楽
は
や
き
も
の
を
は
じ
め
お
茶
の
産
地
と
し
て
だ
け
で

な
く
様
々
な
歴
史
的
観
光
資
源
や
特
産
品
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
信
楽
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
企
画
さ
れ
た
ツ
ア
ー
で
す
。

秋
の
信
楽
定
期
観
光
バ
ス
（
予
定
）

9
月
22
日
・
23
日
・
24
日
　
の
い
ず
れ
か
一
日

支
部
エ
リ
ア
の
方
に
は
八
月
中
旬
に
ハ
ガ
キ
で
案
内
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
　
1
0
9
0
・
5
9
6
6
・
9
1
2
2

北
井
ま
で

第
七
回
滋
賀
支
部
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

に、その最中から日本のきものについてワ

イワイと賑やかになり、3時頃には鉾町へ。

事前にレクチャーを受けた内容を、今度は

実物を見ながらの説明を聞き、鉾に登った

り祭りの露天を楽しんだり普段は見られな

い町家の中を覗き、お宝見たりしながら、

5時30分頃まで鉾町を散策、この頃はも

うすっかり祭りに溶け込んで日本情緒を楽

しく堪能していました。

6時頃には浴衣を脱ぎ、私服に着替えま

したが、本年は浴衣レンタル会社のはから

いで、女子学生は自分が着た浴衣がもらえ、

思わぬプレゼントに大喜びで良い記念にな

ったようです。

7時には懇親会会場に移り懇親会を開

催、2時間の予定が1時間近くオーバーす

るほどの楽しみようで参加者全員の交流が

深まりました。

昨年も引き続き木野会活動の一環で、
母校への貢献事業として
「留学生支援イベント」を2回開催しました。

加人数は留学生17名、木野会役員

3名、国際交流課1名でした。当日

は小雨が降る蒸し暑い日でしたが、事故ト

ラブルも無くスケジュール通り順調に実

施。まず、参加者が竹屋町交流センターに

集合、祇園祭について実際に鉾町を見学す

る前に、約１時間弱全員が祇園祭について

ＤＶＤにて全容紹介と説明が行われまし

た。その後、烏丸五条の“夢館”へ行き、

そこで全員浴衣に着替え祭りに行く装い

の体験の和菓子を作りに大きな感動を持っ

たようでした。帰りには、お店でお土産を

購入する学生が殆んどで、次回も何か体験

させてと、希望の声も出ていました。

“祇園祭「鉾・山」のタペストリーに見る織物文化”編

7

14木「もっと知ろう日本文化体験ツアー」シリーズ1
12：00～21：30

回は会場のキャパの事情で参加人数

は留学生9名（懇親会参加人数：7

名）、木野会役員3名、国際交流課1名で

した。

参加者全員は、和菓子の素材から由来・

歴史などを和菓子職人から説明を受け、そ

の後、実際に和菓子を作り始めると大騒ぎ。

丸く丸めるのがこんなに難しいのかと困惑

したり、餡と餅が綺麗にグラデーションに

なると歓声を上げて喜んだりで、餅が松ノ

木の形に上手に作れるとまた大騒ぎでした

が、無事和菓子が出来あがりました。作っ

た和菓子は持って帰ることにして、お店か

らの接待の抹茶と和菓子を楽しみ、写真入

の終了証を後日もらうことになり、初めて

2006

“京和菓子手つくり体験による食文化”編

12

16土「もっと知ろう日本文化体験ツアー」シリーズ1
13:00～18:40

2006

この2回のイベントは留学生達にとっては、日本での貴重な文化体験の一日で心に残る満

足感を得られたように感じられました。また、大学も木野会の留学生支援事業には、期

待をしており、年間スケジュールに組み込まれるほどまで成長し、母校への貢献として

定着してきたように思われ、今後の発展も期待されている楽しい事業でした。

留学生支援事業
高橋恭弘
小堀達夫
舟津 潤

参

今



二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
七
日

木
野
の
里
の
木
々
も
す

っ
か
り
緑
色
に
衣
を
纏
い
さ
わ
や
か
な
木
陰
を
私
た
ち

に
つ
く
っ
て
く
れ
る
中
、「
京
都
精
華
大
学
同
窓
会
木

野
会
」
第
二
十
回
総
会
が
、
大
学
本
館
三
階
会
議
室
に

於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
月
に
開
か
れ
る
総
会
も
三

度
目
を
迎
え
本
部
事
業
、
支
部
事
業
、
会
計
年
度
の
決

算
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
移
行
が
整
備
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。今

回
の
総
会
で
は
議
長
に
江
口
康
成
氏（
88
Ｃ
）が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
始
め
に
二
〇
〇
六
年
度
の
活
動
報
告

を
高
橋
恭
弘
氏
（
68
Ｐ
）、
丸
谷
智
子
氏
（
200
Ｔ
）
を
は

じ
め
東
京
・
東
海
・
滋
賀
・
近
畿
・
西
日
本
・
九
州
の

各
支
部
の
代
表
者
か
ら
支
部
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
二
〇
〇
六
年
度
の
決
算
報
告
を
谷
眞
美
子
氏

（
69
Ｅ
）
か
ら
報
告
さ
れ
、
会
計
監
査
の
臼
井
真
利
惠

氏
（
70
Ｐ
）
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇

〇
七
年
三
月
三
十
一
日
迄
の
木
野
会
会
計
決
算
に
関
し

て
相
違
な
い
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
の
活
動
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
者
か
ら
報
告
の
後
「
新
生
木
野
会
再
編
成
プ

ラ
ン
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
親
睦
を
深
め
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
基
礎
に
ど
ん
な
角
度
か

ら
で
も
会
員
が
参
加
出
来
る
、
参
加
し
や
す
い
木
野
会

に
移
行
す
る
為
に
再
編
委
員
会
を
設
け
話
し
合
わ
れ
た

こ
と
、
現
プ
ラ
ン
に
と
ど
ま
ら
す
改
良
を
施
し
て
い
く

こ
と
な
ど
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
・
総
括
答
弁
の
後
、
各
号
議
案
の
採
決
・

執
行
幹
事
の
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
に
対

し
異
議
は
な
く
可
決
し
ま
し
た
。
最
後
に
谷
真
美
子

（
当
時
、
会
長
代
行
）
か
ら
新
生
木
野
会
へ
の
協
力
を

述
べ
ら
れ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
後
、
悠
々
館

一
階
食
堂
内
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
の
懇
親
会
で

は
、
木
野
会
の
方
向
性
や
未
来
像
等
、
忌
憚
の
無
い
話

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第 2 0 回 木 野 会 総 会

デザイン講座

「F-CUT LIVE!  ー CUT YOUR OWN PERSONAL FREITAG-BAG」
【日程】11／2 金曜日・

11／3 土曜日

DIY講座

「自分の暮らしを自分でつくる」
【講師】金克美（京都精華大学職員）

【日程】全3回　10／27～
11／24 土曜日 ※卒業生を対象とした割引制度は適用されません。

現代思想講座

「サーファー、普通人、そしてマルチチュード」
【講師】廣瀬純（龍谷大学講師）

【日程】全5回　12／4～
1／15 火曜日

地球環境学講座（“地球研”によるリレーレクチャー）

「世界の環境問題―アジア・アフリカの現場から」
【講師】湯本貴和（総合地球環境学研究所教授）市川昌広（総合地球環境学研究所准教授）

梅津千恵子（総合地球環境学研究所准教授）窪田順平（総合地球環境学研究所准教授）

【日程】全4回　11／6～
11／27 火曜日

メディアスタディーズ講座

「英語メディアの現在を英語で学ぶ」
【講師】Jenise Treuting（ビデオアーティスト、翻訳家）

【日程】全7回　11／7～
12／19 水曜日

蒔絵体験講座

「漆器に絵を描く」
【講師】平野雄一（伝統工芸士）、平野雅子

【日程】10／20 土曜日
ほか

京都精華大学［公開講座ＧＡＲＤＥＮ］のおしらせ
今年で10年目を迎える［公開講座GARDEN］。思想と表現の深化を追求する連続講座を中心にすえています。〈知〉を大学から開放する
講座・ワークショップを設け、多様な分野の第一線で活躍する講師から直接指導を受けることができる、刺激的な機会を提供しています。

上記以外にも多種多様な講座を予定しております。くわしくは京都精華大学の
Webサイトをご覧下さい。Webサイト・お問合せ・お申込先等は下記まで。
[お問合せ・お申込先]
京都精華大学　情報館 文化情報課　
〒６０６-８５８８ 京都市左京区岩倉木野町137
Tel＝075・702・5343  Fax＝075・705・4076
E-MAIL＝garden@kyoto-seika.ac.jp URL＝www.kyoto-seika.ac.jp/

木野会からのご挨拶　
木野会は今大きな転換期を迎えています。昨年、8年もの長

きにわたり会長職を勤められ、木野会の発展に尽力を頂いた

入江完（68Ｐ）氏が退任されました。この時点をきっかけとして

組織の見直しを図り、ここに新しい木野会の組織を発表させ

ていただきました。

新生木野会は執行幹事制で当面運営していくこととなりまし

た。その大きな特徴は、各支部の支部長会議を中心に持って

いくことで、個々の一般会員の皆様により近づき、その意見を

吸い上げることの出来る会作りを目指すことができ、又組織的

にもよりフラットになり、お世話役の役員が参加しやすい形にな

りました。しかしながら、現実には、まだまだクリアしなければ

ならない問題点は多々ありますが、当分は試運転期間として、

その間に、より精査し完成形にするよう役員一同頑張っており

ます。会員の皆様、新生木野会にご理解とご協力を賜ります

よう、よろしくお願い申しあげます。

事務執行幹事兼代表執行幹事　谷 眞美子

卒
業
式
か
ら
早
四
カ
月
が
過
ぎ
、
新
木
野
会

会
員
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
環
境
の
中

で
、
頑
張
っ
て
居
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ふ
と
木
野
の
里
が
恋
し
く
な
っ
た
ら
、
お
近
く

の
支
部
に
連
絡
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
残
念
な
が

ら
、
九
州
支
部
の
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
他
支
部
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
年
齢

差
や
学
部
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
同
じ
木
野
の

里
で
学
ん
だ
同
士
、
楽
し
く
飲
み
、
語
り
あ
い

ま
し
ょ
う
。「
近
く
に
支
部
が
な
い
！
」
と
い

う
あ
な
た
、
支
部
設
立
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
。
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

SE I KAJ I N  2 0 0 7DX トラ ブ ル シュー ティン グ

「
こ
の
頃
、脳
が

フ
リ
ー
ズ
す
る
」

「
心
が
ブ
ー
ト

し
な
い
」
と

感
じ
る
方
は
、

以
下
の
項
目
を

お
読
み
下
さ
い
。

貴方自身がハジけきれていま

せん。

恥とプライドを少しだけ捨てて

みましょう。

→個人差があります。恥の捨

てすぎに注意して下さい。

イベントに参加してみた
が、あまり面白くなかった

Q4．

A4． 「A1」をお読み下さい。

学生時代が妙に懐かしいQ3．

A4．

「非日常」をインストールする

必要があります。

覚悟を決めてイベントに参加

してみましょう。

詳しくは『精華人』をお読み

下さい。

日常に流されているQ1．

A1．「笑い」が不足しています。

アルコールと楽しい会話で思

い出を再起動させて下さい。

都会の生活に疲れているQ2．

A2．

卒業生
受講料
半額



■会計決算報告書　2006年4月1日～2007年3月31日■会計予算書 　2007年4月1日～2008年3月31日

収入の部
予算額摘要科目

前年度からの繰越金前年度繰越額 72,386,601

会費収入
平成19年度新入生 

200,000受取利息

82,636,601合計

収入の部
差額決算予算摘要科目

68,269,33268,269,332前年度繰越額
▲1,310,000

0
11,310,000
70,000

10,000,000新 入 生
会費収入 30,000

▲1,280,000
100,000既卒業生 

11,380,00010,100,000小　　計 
▲602,466602,466支部より返金
▲183,230233,23050,000受取利息

0

▲2,065,696

▲2,065,696

12,215,69810,150,000合計

80,485,02878,419,332総額

2）

1）

支出の部
差額決算予算摘要科目
547,155
236,198

252,845
168,802

181,200

800,000会報　印刷費他

事業費
400,000

400,0000400,000
総会　懇親会他
HP作成費

318,800

273,438

500,000支部準備活動費
在校生支援事業
留学生備活動費

245,581

0

▲981,280
▲121,190

454,419700,000

小計
226,562500,000

支部補助費

2,021,1721,278,8283,300,000
東京支部 0355,000355,000
西日本支部 0

0
0

255,000

320,000
530,000
455,000
2,113,000

2,681,280

255,000
滋賀支部 198,000198,000
東海支部 320,000
近畿支部 0530,000
九州支部 0455,000
小　　計 2,113,000
評議会、理事会

旅費　交通費
▲860,0902,360,0901,500,000

200,000理事評議員出張
1,700,000小　　計

▲179,581279,581

321,190

978,764

100,000会議費
836,934680,000会報発送費

通信費
▲156,934

141,83070,000

594,765300,000

一般通信等 ▲71,830

▲294,765

▲228,764

▲39,900

750,000
事務用品事務費

振込み手数料

151,58648,414200,000
小　　計

30,000
2654,735

49,160

69,900
5,000

慶弔費

▲49,1600
手数料

399,5738,098,4278,498,000

雑費
予備費
小計

合計

▲2,465,26972,386,60169,921,332

▲2,065,69680,485,02878,419,332

次年度繰越金

＊収入の部の▲印は予算額より決算額の増を、支出の部の▲印は決算額の予算超過を意味します。

1）東京 ¥113,047　西日本 ¥73,242　  東海 ¥44,523　近畿 ¥182,718
　 九州 ¥116,422　滋賀 ¥72,514

2）支部追加予算 ¥149,580　再編委員会 ¥333,615　新卒生配布チラシ ¥111,570

京都精華大学同窓会「木野会」会計報告

支出の部

予算例摘要科目
850,000会報　印刷費他

事業費①

事業費②（大学支援）

200,000
100,000

総会　懇親会他
ホームページ準備費

500,000留学生支援

200,000

235,000
東京支部

支部補助費

310,000
各種同窓会補助費

700,000在学生支援

198,000
西日本支部

270,000
滋賀支部

1,800,000
九州支部

573,000
東海支部

574,000
近畿支部

200,000

評議会、理事会等
旅費・交通費

950,000

役員出張等

100,000
50,000

会議費

50,000

会報
通信費

5,000

一般通信等

50,000

事務消耗品等

保険料等

事務費

1,000,000
9,415,000

慶弔費
手数料

雑費

73,221,601

予備費

小計

合計 82,636,601

次年度繰越金

500,000

第21回木野会総会のご案内   

「表紙用作品大募集」
木野会会報誌では誌面に使用する作品を広く募集
しています。表紙面を思い切りあなたの絵・デザイ
ン・写真で飾ってください。

●賞金・賞品
表紙デザイン1点…3万円

懸賞作品募集

■総会終了後、午後4時から懇親

会を設けます。お誘い合わせの

上お越しください。（京都精華大学内）

●応募方法●応募方法
サイズ：縦18cm18cm×横18cm18cmの中での中で
技法技法：イラスト画、画、写真、写真、版画版画な
色刷色刷です。です。

作品の裏作品の裏には必ず作品作品のタのタイトル

●応募方法
サイズ：縦18cm×横18cmの中で
技法：イラスト画、写真、版画など
自由。ただし色は一色刷です。

作品の裏には必ず作品のタイトル・
名・学籍番号学籍番号・電話番号電話番号を記入記入して

ください。い。
コメント・住所・氏名・学籍番号・電話番号を記入して
ください。

●締め切●締め切り　平成平成1919年1月1515日必着日必着●締め切り　平成20年2月29日必着

●宛て先●宛て先 
〒606-8588606-8588　京都市左京区岩倉木野町　京都市左京区岩倉木野町137137
京都精華大学同窓会木野会京都精華大学同窓会木野会「会報「会報 表紙表紙デザデザイン」係

●宛て先 
〒606-8588　京都市左京区岩倉木野町137
京都精華大学同窓会木野会「会報 表紙デザイン」係

2006年9月から seikajin.com が、

利用できるようになっています。こ

の半年の間の木野会組織改変もあって、

最新のデータではないのですが、木

野会の基礎情報などが閲覧していた

だけるようになっています。またロ

グインすることで、掲示板への書き

込みや『精華人』バックナンバーの 

PDF の閲覧等ができるようになりま

す。ログイン方法については、

http://seikajin.com をご覧ください。

運営方法については、まだこれから

決めてゆかねばならないこともたく

さんありますが、楽しく、かつ節度

ある運営で、木野会活動の一助とな

れば幸いです。

木野会 広報担当　柴田宣史

seikajin.comの
利用にあたって

※同窓会からの案内や会報誌のご不用な方は、木野会事務局までお知らせください。

2008年5月28日
午後2時～

既卒業生 

10,000,0001,000名

50,0005名

●1414号表紙制作者号表紙制作者
青山郁子（青山郁子（8P 8P 旧姓澤井）旧姓澤井）
洋画卒業の青山さんは現在ランプシェードやガラ洋画卒業の青山さんは現在ランプシェードやガラ
ス食器を制作されています。子育ても一段落し新ス食器を制作されています。子育ても一段落し新
作のかわいいシェードや食器がギャラリーや店頭作のかわいいシェードや食器がギャラリーや店頭
に並ぶのも楽しみです。に並ぶのも楽しみです。

●16号表紙制作者
タイトル「ヒカリ」 菅野しおん（99H006）

　バイトをしながら、個展
やグループ展をしたり、制
作活動をしています。
　卒業してからは版画を
全くしていないので、そろ
そろ版画の作品作りもし
たいです。

この冊子は再生紙・大豆インキを使用しています
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